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競技時刻一括設定ツール操作説明（暫定版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

起動 

 

トップメニューから【マスターメンテナンス】－【競技情報一括設定】の順にクリックして起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このツールは、競技時刻を番組編成後に一括・部分編集登録するためのツールです。 

これまで日付時刻の登録修正は番組編成時もしくはコンソーラーの入力修正により行っていました

が作業が大変だというご意見に答えこのたび日付時刻を一括修正するツールを作成しました。 

また、従来から大型映像や各種リスト印刷時に出力されるプログラムページ番号の登録もコンソーラ

ーで１レースずつの登録でしたが、このツールを使えばある程度一括して登録することが可能になり

ます。 

 

一括設定ツールに登録したラウンドごとの「日付」「コール完了時刻」「スタート時刻」「プログラム

ページ番号」をすでにコンソーラーに登録されているレースに対して一括適用することができます。

登録方法は、 

・直接競技時刻一括設定画面で登録する方法 

・Excel など表計算ソフトで指定の形式で作成したデータを CSV 形式に保存しインポートする方法 

があります。 

またすでにコンソーラーに日付時刻が登録されている情報を取得して一部修正し、再度書き戻す（同

期）機能もあります。 

 

暫定版について 

このツールは 2012 年 5月現在暫定版となっており、2012 年度中の完成を目指しています。 

暫定版として公開している上記の機能の他に今後、競技時刻一括設定ツールに日付時刻などを事前に

登録しておくと、番組編成基礎情報入力画面表示時に自動的に入力されたり、版下作成で次ラウンド

以降の枠を作成する場合にレース時刻が自動的に印字できるなどの機能を搭載する予定となってい

ます。この暫定版は 2012 年 5 月以降のシステムアップデートにてインストールされています。 
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メイン画面について 

メニュー項目       日付・コール完了時刻・開始時刻入力エリア   プログラムページ 

                                       入力エリア 

 

更新モード選択      更新対象選択     各種処理ボタン 

 

■メニュー項目 

ファイル インポート CSV 形式で作成した競技時刻・プログラムページ番号情報を読み

込みます。 

エクスポート 現在表示中の画面の競技時刻・プログラムページ番号情報を CSV

形式に出力します。インポートできる CSV の形式がわからない場

合にもこのエクスポートで一旦出力し、その形式に合わせてデー

タを登録すればインポート用データとなります。 

保存 競技時刻一括設定画面に現在入力されているデータを保存しま

す。コンソーラーには反映されません。 

閉じる 競技時刻一括設定ツールを終了します。 

編集 日付時刻設定 現在選択中の競技に入力されている日付時刻情報をコンソーラー

に適用します。 

「更新モード：日付時刻」と「更新対象：競技単位」にチェック

をつけて「更新実行」を行った場合と同じです。 

プログラムページ 

設定 

現在選択中の競技に入力されているプログラムページ情報をコン

ソーラーに適用します。 

「更新モード：プロページ」と「更新対象：競技単位」にチェッ

クをつけて「更新実行」を行った場合と同じです。 

全日付時刻設定 すべての競技に入力されている日付時刻情報をコンソーラーに適

用します。 

「更新モード：日付時刻」と「更新対象：全競技」にチェックを

つけて「更新実行」を行った場合と同じです。 

全プログラムページ 

設定 

すべての競技に入力されているプログラムページ情報をコンソー

ラーに適用します。 

「更新モード：プロページ」と「更新対象：全競技」にチェック

をつけて「更新実行」を行った場合と同じです。 

コピー（全体） 画面の情報をすべてクリップボードにコピーします。 

データクリア 「更新モード」で選択している項目について「更新対象」で選択

している範囲でデータをクリアします。 

表示 実行時ログ表示 「更新実行」「同期実行」時に作成される実行時ログを表示します。

ヘルプ このシステムについて バージョン情報を表示します。 
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■日付・コール完了時刻・開始時刻入力エリア 

 競技名の次の項目から 3 列構成で 

青のエリア 予選（レース区分「0」）で組分けされているものについての処理 

緑のエリア ２ＲＤ（準々決勝、第２レース、第２決勝（レース区分「3,4,5」））で組分けされて

いるものについての処理 

赤のエリア 準決勝（レース区分「1」）で組分けされているものについての処理 

黄のエリア 決勝（レース区分「2」）で組分けされているものについての処理 

 のエリアとなります。 

 入力内容と形式 

日 競技日付の入力エリア 「YY/MM/DD」西暦年下 2桁＋月 2 桁＋日 2 桁 

半角数字数字のみ入力（/は自動的につきます） 

ｺｰﾙ完 コール完了時刻の入力エリア 「HH:MM」時 2桁＋分 2桁 

半角数字数字のみ入力（:は自動的につきます） 開始 競技開始時刻の入力エリア 

 

■プログラムページ入力エリア 

 プログラムページ入力用のエリアです。 

 「予選 P」「2RDP」「準決 P」「決勝 P」のそれぞれの対象先については、「日付・コール完了時刻・開始 

時刻入力エリア」の「青」「緑」「赤」「黄」の場合の説明と同じです。 

 入力は 3桁以内の半角数字となります。 

 

■更新モード選択 

日時＋プロＰ 日付時刻とプログラムページの全てを対象に処理を行います。 

日付時刻 日付時刻のみを対象に処理を行います。 

プロページ プログラムページのみを対象に処理を行います。 

 

■更新対象選択 

競技単位 選択している競技単位に処理を行います。 

全競技 全ての競技を対象に処理を行います。 

 

■各種処理ボタン 

更新実行 「更新対象」で選択されている単位で、「更新モード」で選択されている項目について

更新処理を実行します。 

同期実行 「更新対象」で選択されている単位で、「更新モード」で選択されている項目について

コンソーラーとこの競技時刻一括設定とで情報の同期を行います。レースごとに項目を

比較して更新するかどうか決定します。 

保存 競技時刻一括設定の作業状態を保存します。 

閉じる 競技時刻一括設定ツールを終了します。「×」と同じです。 
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使用方法 

 

例１．番組編成時にレース日付、コール完了時刻、競技開始時刻を登録せずに組分けを実施。競技時刻

一括設定ツールに日付時刻を登録して全競技一括で更新する方法。 

 

１）日付・コール完了時刻・開始時刻入力エリアに日付と時刻を入力します。 

 

２）入力が完了したら「更新モード：日付時刻」「更新対象：全競技」にチェックを入れ、「更新実行」

ボタンをクリックします。 

 

３）コンソーラーで正しく日付時刻が登録更新されたか確認します。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------- 

例２．すでに番組編成時に日付時刻を登録しているが、競技日程が変更になり部分的にコール完了時刻

と競技開始時刻を修正したい場合に、コンソーラーの情報を一度取得して編集し、更新する方法。 

 

１）「更新モード：日付時刻」「更新対象：全競技」にチェックを入れ、「同期実行」ボタンをクリック

します。 

 

２）コンソーラーから日付時刻が取得されます。 

 

３）修正変更が必要な箇所を修正します。 

 

４）変更箇所が部分的な場合は更新したい競技にカーソルを合わせ「更新モード：日付時刻」「更新対

象：競技単位」にチェックをつけ「更新実行」をクリックして更新します。 

 

５）変更箇所が多く、1つずつ確認しながら更新し

たい場合は「更新モード：日付時刻」「更新対象：

全競技」にチェックをつけ「同期実行」をクリッ

クします。同期が始まるとコンソーラーに登録さ

れている日付時刻と競技時刻一括設定ツールに登

録されている日付時刻で異なる値を見つけると、

更新するかどうかの問いかけ画面が表示されます。

更新するかどうか選択し、１つずつ進めてくださ

い。 

 

６）すべての処理が終了したらコンソーラーで正しく日付時刻が登録更新されたか確認します。
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------------------------------------------------------------------------------------------- 

例３．大会が 1 週間延期になり、日付をすべて変更する必要がある。CSV 形式に出力して一括変換を行

い読み込み直す方法。 

 

１）「同期実行」でコンソーラーから現在の日時を取得します。 

 

２）【ファイル】－【エクスポート】の順に選択し、任意の名前をつけて保存します。 

 

３）エクスポートしたデータは Excel などの表計算ソフトで開き、加工することができます。 

  今回のような場合は「置換」機能を使うなどして一括変換することをおすすめします。 

４）編集後は「CSV（カンマ区切り）形式」で保存します。 

 

５）【ファイル】－【インポート】の順に選択し、編集後のファイルを選択して読み込みます。 

 

６）インポート後は「更新モード：日付時刻」「更新対象：全競技」にチェックをつけ「更新実行」を

クリックして更新します。 

 

７）コンソーラーで正しく日付時刻が登録更新されたか確認します。 

 

 

※競技時刻一括設定ツールが空の状態でエクスポートを実行すると、入力値見本のみ出力することがで

きます。このとき出力される「2000/1/1」「0:00」はインポートしても値として認識するものではあり

ませんので無理に削除せず、そのまま必要な箇所だけ入力してご使用いただけます。 

このため、「2000/1/1」「0:00」という日時はこのツールでは設定することができません。 

 

 


